
ＢＧＡＲＴＣ Ver2 マニアル（ＢＧＡスイッチ連動）
特徴
・ ＢＧＡＲＴＣ（Ver1）をシンプルにして無段階で画像設定します。
・ 従来のスイッチを廃止してＢＧＡスイッチと連動させました。

リモート局は

 連動

単独使用（シンプル） リモート起動（BGARTC2から自動起動）

画面サイズ フリーサイズ：各コーナーをドラッグ＆ドロップで設定
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Ｂｙ ＪＡ５ＢＧＡ



各種機能

ＲＴＣ回転
⇐ 左連続回転
■ ストップ
⇒ 右連続回転

ＲＴＣ５９からの角度
オプション表示

地図上の任意の位置クリック
クリック位置まで自動回転し、自動ストップ

オプション設定画面表示
詳細は次ページ

ヘルプ画面表示
この画面表示

ビーム角度表示
緑色：クリック位置（初期は０度）
青色：回転位置表示

ドラック＆ドロップ
地図拡大でプリフィックスも確認できます。
小さくすれば画面の邪魔になりません。
地図が正方形となるように設定してください。

ＲＴＣの複数台数使用
Ｃドライブのルートににフォルダー名を
変更して登録を行ってください。



設定画面 シリアルポート設定
ポートNo：ＲＴＣ－５９が使用しているポートを設定します。
ボーレイト等：ボーレイト，パリティ，ビット数，ストップビットを設定
ポートチェック：ＰＣがつかんでいるポートを表示します。

選択するとポートNoに書き込まれます。
オフセット
整数、－整数（-15）で
角度を補正
風等でビーム角度がずれた
場合等に調整値として設定

ＲＴＣ－５９へのコマンド送信
ＲＴＣ－５９のコマンドリファレ
ンスを見てください。
※ 最終ページに添付

地図画面の切り替え
好みの地図を選択してください。
東京以外の地図の場合は
「WORLD1.BMP」等の名前を付けて
上書き保存をすると使用できます。
その場合は自局の位置が中心となる様
に作成してください。

ＢＧＡスイッチ自動起動
遠隔リモート、４スケア、
等の設定用です。
ＢＧＡスイッチ等、動作させ
たいプログラムの場所を設定

変更した設定は、この画面が終了した後に有効になります。



環境設定ファイル（CONFIG.TXT）

＜項目名＞ DATA

(BGARTC V-2.2 ) by JA5BGA : Settings.File
<RTC_positionX> 0 ： ＲＴＣ画面、ディスプレーの左からのポジション
<RTC_positionY> 0 ： ＲＴＣ画面、ディスプレーの上からのポジション
<SetDispH> 407  ： ＲＴＣ画面の高さ
<SetDispW> 353  ： ＲＴＣ画面の幅
<Port> 5  ： ＣｏｍＰｏｒｔ使用番号
<Speed> 9600,N,8,1  ： ＣｏｍＰｏｒｔ設定、ｽﾋﾟｰﾄﾞ、ﾊﾟﾘﾃｨ、ﾋﾞｯﾄ、ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ（固定数値）
<Offset> 0  ： ビーム角度のずれを補正します。
<BgaSwitchAddress> C:¥BGAswitch¥BGAswitch.exe：同時起動したいBGAｽｲｯﾁのアドレスを記入します。
<Switch> 0  ： ＢＧＡスイッチの起動設定です。１＝起動、０＝未起動（未使用）
<Check_DigitalBeam> 1 ： ＲＴＣ－５９からのビーム角度の表示 １＝表示、０＝非表示
<Picture> WORLD1.bmp  ： 表示する地図画面

ＤＡＴＡは設定画面終了時orＲＴＣ終了時に自動保存されます。



ＢＧＡswitch Ver3 マニアル（スイッチ画面） ２０１９／０９／２７

フォルダー切替
スイッチ画面 ⇔ 環境設定画面

－Ｍ４：設定モード表示

終了ボタン
終了時に「画面位置、画面の高さ、画面
及びボタンの幅」を登録

特殊キー
・ エスケープキー
環境設定からの再読込
直接環境ファイルを変更した場合に有効

スイッチ切替（ドグルスイッチ）
クリックでＯＮ・ＯＦＦ
スイッチ応答レスポンスで指定色に変化

ボタン名変更方法
マウスの右クリックで変更可能
・スペース、漢字使用可能
・ メタ文字（&）は使用不可
・ 登録ごとに環境に書き換え

ボタングループ化
Ｐ－３を参照

コムポート設定不良の場合
ボタン周りの色が赤く表示
正常時は黄色

注意：
黄色の場合にもポートの取得が可能であったことを示し、
「SW-82」のポートをつかんでいるものではありません。

★ モード設定によるスイッチの動作
Ｓｗｉｔｃｈの動作は環境設定のモードに
より動作が異なります。
初期値は「１」それぞれ単独Ｓｗｉｔｃｈ
となっています。



モード
１：全て単独でＯＮ／ＯＦＦ

２：１～２のみ単独、３～８連動（１個のみＯＮ）

３：１～４単独、５～８連動（１個のみＯＮ）

４：全て連動（１個のみＯＮ）

５：１～４連動（１個のみＯＮ）、５～８連動（１個のみＯＮ）

マニアル
この画面をＮＷ経由で表示します。

ポートＮｏ
ＳＷ－８２接続時に作成されたポート番号を記入します。
未設定ポートに設定するとスイッチ画面の縁取りが赤くなります。
変更後のエンターキーで環境へ登録し、再読み込みが実施されます。

スイッチ（表示）カラー
ボタンのカラーを１～８、標示１～２別に設定できます。

音声
［レ］チェックを入れると音声を停止しますが、メッセージに気づかない場合がありますので
極力、［□］で使用してください。

トップ表示
ＯＮで最前面表示となります。

マニアル
この画面をＮＷ経由で表示します。

（環境設定画面）

6

モード設定番号：例=４

各ツールや文字にツールチップヘルプが
設定されています。

（ボーレイトは［9600,N,8,1］に固定）

変更時、終了時に環境へ登録
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ＢＧＡｓｗ：環境設定 ADIFファイルサンプル
ＡＤＩＦフォーマット設定内容 <コマンド名:データ文字数>データ内容<終了コマンド=EOR>

-----------------------------------------------------------
<Mode:1>4<EOR>
<Sw0:3>Sw1<EOR>
<Sw1:3>Sw2<EOR>
<Sw2:3>Sw3<EOR>
<Sw3:3>Sw4<EOR>
<Sw4:3>Sw5<EOR>
<Sw5:3>Sw6<EOR>
<Sw6:3>Sw7<EOR>
<Sw7:3>Sw8<EOR>
<Sw8:3>表示１<EOR>
<Sw9:3>表示２<EOR>
<InputSW_color:5>Green<EOR>
<OutPutSW_color:5>Brown<EOR>
<TopDisp:1>1<EOR>
<Voice:1>0<EOR>
<PortNo:1>9<EOR>
<SWgamenWidth:3>223<EOR>
<Location_X:4>1827<EOR>
<Location_Y:3>321<EOR>
<Location_H:3>221<EOR>

※ 直接修正も可能ですがフォーマット（ＡＤＩＦ）のルールに注意願います。

補足説明

Mode ： 1～5、各スイッチのＯＮ・ＯＦＦ連動を選択

各スイッチ：（Sw1～Sw8、標示1～2）の名称は自由に変更可（日本語可）
各ボタン右クリックで変更可

InputSW_color：表示（入力）ボタンのカラー

OutPutSW_color：１～８のスイッチボタンのカラー

TopDisp：1=最前面表示、0=通常表示

Voice ： 0=通常、1=停止

PortNo ： SW-82が取得しているポート番号と一致「BaudRate＝9600,N,8,1（固定）」

SWgamenWidth ： 228、画面の幅
Location_X ： 1136、表示位置Ｘ
Location_Y ： 289、表示位置Ｙ
Location_H ： 216、標示高さＨ

※ 環境設定画面での変更は変更（終了）時に登録されますが、カラー等が反映されるのは
各Ｓｗボタン押下時に有効となります。



（画面設定における注意事項）

画像を正方四角形に設定してください

長方形の場合は次の様にビーム角度に誤差が発生します。

次は「ＲＴＣ－５９」での表示は全て３０度ですが正方形でない場合は表示がずれてしまいます。

正方形（正常） 縦長 横長
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